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研究成果の概要（和文）：本研究では、脳内に記憶されている（i）語（形態素）が呈する音韻特性（ヒトが音
声を産出・知覚する際に用いる音韻範疇の種類とそれらの関係性）の解明、並びに、（ii）それら音韻特性が音
声的に具現化される仕組みの解明を、（前後関係特性を完全に排除した）非時系列音韻論の枠組みのもとで試み
た。研究の結果、（i）は、エレメントと呼ばれる一値的音韻範疇が非対称的に繰り返し併合されることで構築
される階層構造を呈し、その構造を、言語学的搬送信号の変調度で定義される相対的卓立性に従い外在化される
仕組みが（ii）であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In developing the framework of Precedence-free Phonology, this project 
investigated (i) word-internal phonological properties (what are the category types employed　when 
human beings produce and perceive speech sounds, and how do these categories interact) and (ii) the 
phonetic externalisation processes of those properties. The results of the project clarified that 
(i) humans employ hierarchical structure which is constructed by asymmetrically and recursively 
merging monovalent　phonological categories called ‘elements’ and that (ii) asymmetric relations 
in the structure, together with modulation of the carrier signal, are mapped onto the resulting 
acoustic output.

研究分野： 言語学・音韻論

キーワード： 音韻系　音韻構造　併合　再帰性　素性　エレメント理論　外在化　相対的卓立性

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
言語学研究において、語内の音韻構造を構築する仕組みは、文を構築する仕組みとは異なる、と長年考えられて
きた。しかし、本研究を通じて、語内の音韻構造構築過程においても、統語構造構造構築と非常に似た仕組みが
用いられていることが明らかにされた。加えて、統語構造のみならず、音韻構造も、言語学的搬送信号の変調度
で定義される相対的卓立性に従い、音声的に外在化されることが明らかとなった。これらの解明は、言語機能の
他の領域でも同様の仕組みが用いられている可能性を示しただけでなく、言語獲得研究および言語進化研究に新
たな視点を与えることとなった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 言語を人間の心/脳の特徴として捉える生成文法理論では、統語演算系で構築された文構造
構築を外在化する部門が音韻系であり、そこには、統語演算系の呈する回帰的併合を駆動力と
する構造構築装置は存在しないと考えられてきた。 
(2) 統語演算系の操作対象でない形態素内音韻構造も、回帰的併合により構築されるのではな
く、分節属性を線的に並べることで構築されると考えられてきた。 
 
２．研究の目的 
(1) 上述に対して、本研究では、これまで詳しく論じられることがなかった形態素内の音韻構
造に焦点を当て、その構築過程において統語演算系と似た回帰的併合操作が用いられているこ
とを明らかにする。 
(2) 形態素内の音韻構造を構築する際に用いられる併合操作の対象となる音韻範疇を解明す
る。 
(3) 形態素内音韻構造と形態・統語構造の両構造を外在化する統一した仕組みを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、極小論に立脚する統語演算系の呈する回帰的併合を、音韻特性を語彙化する
際にも見出すこと、並びに、音韻系を構成する超分節表示と分節内表示に共通する高次な普遍
的範疇や普遍的原理が、極小論と整合性を呈するかどうか、を検討した。 
以上を遂行するために、① 専用のウェブサイトを用意して活動状況を公開し、外部からのフ

ィードバックを常に受け入れられる体制を整えた。そして、② 回帰的併合について論じている
文献の収集を行い、それらの内容を丹念に検討した。さらに、③ 同様の関心を持つ国内外の研
究者から情報を収集し、積極的に意見交換を行う機会を設けた。 
(2) 研究体制としては、研究全体を① レキシコンと音韻過程の関係の解明（那須川、時崎）、
② 言語学における回帰性の探求（那須川、遊佐）、③ 音韻素性の解明と音韻構造の構築（バッ
クレイ、大沼）の 3種類の部門に分け、それぞれの研究課題に関する文献を調査し、それらの
理論上の争点を明確にした。その上で、研究計画に沿って、極小論の研究指針に合致するモデ
ルの構築を行った。考案されたモデルの妥当性を検証しながら、その成果を研究代表者が統括
し、同時に、その研究成果を英語でまとめて、国内外の学会や学会誌で発表した。 
 
４．研究成果 
(1) 研究機関の初年度に、エレメントと呼ばれる音韻素性（音声にかかわる最小範疇）の種類
と数を次のように特定化した。 

 母音素性 省略記号 子音(C)上での具現形 母音上(V)での具現形 
 |mass| |A| 口蓋垂性，咽頭性 非高位性 
 |dip| |I| 歯音性，硬口蓋性 前舌性 
 |rump| |U| 唇性，軟口蓋性 円唇性，後舌性 
     

 子音素性 省略記号 子音上(C)での具現形 母音上(V)での具現形 
 |edge| |Ɂ| 口腔内あるいは声門の閉鎖 きしみ声 
 |noise| |H| 気息性，無声性，阻害性 高音調 
 |murmur| |L| 鼻音性，阻害音上の有声性 鼻音性，低音調 

 
そして、これらが組み合わされて分節音に相当する構造を構築する際、素性間に強弱関係が形
成され、効率よく「対立性」を生み出していることが明らかとなった。例えば、阻害音として
具現化されるエレメントの集合の一部に|L|エレメントが構造上弱い要素として加わると、①の
ように、|L|は鼻音性として音声的に具現化される。 
 

① |L|（鼻音性）＋ 阻害音 = 鼻閉鎖音（例: [n, m]） 
② |L|（真正有声性）＋ 阻害音 = 有声閉鎖音（例: [d, b]） 

 
他方、|L|エレメントが構造上強い要素として加わると、②のように、|L|は真正有声性として音
声的に具現化される。この構造上の強弱特性は、少ない数の素性を用いて、効率よく音韻対立
を生み出す仕組みと考えられ、他の素性もすべて有する特性であることがわかった（Nasukawa 
& van Riemsdijk 2014, Nasukawa & Backley 2018, 他）。 
 
(2) (1)で明らかとなった音韻素性間の強弱関係を、形式的に主要部・依存部の関係に捉え直し
たところ、統語演算系の操作対象でない形態素内音韻構造においても、（分節属性を線的に並べ
るのではなく）回帰的併合により階層構造が構築されることが、さまざまな音韻現象を分析す
ることで明らかとなった。 
例えば、英語のように構造構築上の基盤要素を|A|とする言語は、②のように、依存部として

もうひとつ|A|をもつ場合、その構造は[a]として具現化される。そして、この構造に依存部とし
て|I|が加わった③の構造は、音声的に[e]として具現化する見做される。さらに、③のもっとも
深い位置に|U|が加えられると、④のように[œ]として音声的に具現化される。 



 
①    ②   ③    ④  

 |A| |A| |A| |A| 
 
  |A| |A| |A| |A| |A| |A| 
     
      |A| |I|    |A| |I| 
 
          |I| |U| 
 [ə]  [a]   [e]   [œ] 

 
同様の回帰的階層構造は、母音表現のみならず、子音にかかわる表現においても観察される。
（Nasukawa 2014, 2016, 2017; Nasukawa, et al. 2018, 他）。 
 
(3) 極小論における諸原理や諸特性との整合性を考慮すると、(2)の形態素内音韻構造を構築す
る回帰的併合操作は、音韻特性を語彙化する際に働いていると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上図の(a)において、素性（primitives）であるエレメントが複数組み合わせることにより形態素
（morphemes）が形作られる。この仕組みは、併合（Merge）を用いて構造を構築する統語演算
系と酷似している。構築された形態素は、文生成に用いられる場合は、統語演算系に送られる
が、上図のように、そのままの形で言語運用機構（SM と CI）に送られ外在化されることも可
能である（Nasukawa 2017）。 
 
(4) これまで、相対的卓立性（強勢）に関する研究において、統語構造、形態構造、形態素内
音韻構造は、異なる仕組みで音声的に具現化されると考えられてきた。しかし本研究では、次
の原理の下、どのような言語学的構造も同じ仕組みで具現化されてることを明らかにした
（Nasukawa & Backley 2015, Nasukawa 2017, 他）。 
 
主要部：構造構築上、言語学的に重要である主要部は、音声解釈上、相対的卓立を示さない。 
依存部：構造構築上、選択的である依存部は、音声解釈上、相対的卓立を示す。 

 
この相対的卓立は、（従来のきこえ度ではなく）言語学的搬送信号を基準とし、そこからの逸脱
の度合いの大きさで測ると考えられる。これを基に、形態・統語構造の相対的具現化を見てみ
ると、主要部に比べ依存部の方が音声的に卓立しており（例、VP 内では V < NP）、与えられ
た表現全体では、最も深くに埋め込まれた要素がもっとも卓立している。一方、究極的な主要
部は、音声的卓立を示さない。 
同様のことは、形態素内音韻構造においても観察される。例えば、(2)①は依存部をもたない

ため、構造構築基盤である|A|は、搬送信号と考えられる[ə]として具現化される。これに対し、
依存部（斜線側）にもうひとつ|A|をもつ(2)②は、その依存部が音声的に際立ちを呈する[a]とし
て具現化される。この場合、主要部の音声的具現形である[ə]は、[a]の存在によってその姿を示
すことができない。そして、[a]として具現化する構造の一番深い位置に|I|をもつ(2)③は、|I|が
音声的に一番際立つため、その影響により、中位前舌母音の[e]として具現化される。さらに、
深い位置に|U]をもつ(2)④では、|U|の音響特徴が全体に大きな影響を与えるため、(2)④全体は、
[e]に円唇性（暗さ）を与えた[œ]として具現化される。 
同様の音声具現化規則は、母音表現のみならず、子音にかかわる表現においても観察される。

以上のような音声的具現化の仕組みの解明ならび存在は、これまで論じられてきた言語構造の
再考と、言語現象の再分析を促す可能性をもつ（Nasukawa 2014, 2016; Nasukawa & Backley 2015, 
2017; Nasukawa 2017, Nasukawa, et al. 2018, 他）。 
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(2) 2016 年 9 月に開催した国際学会（Recursion in Phonology）web ページ 

Workshop: Recursion in Phonology 
https://sites.google.com/site/rprgtgu/home/workshop-2016 

 
(3) 2017 年 11 月 26 日に日本言語学会第 155 回大会で行ったワークショップ（音韻部門におけ

る回帰的併合）の予稿集（フォルダ 155>papers>ws1） 
日本言語学会第 155 回大会予稿集ダウンロード（155.zip） 
http://www.ls-japan.org/modules/documents/LSJpapers/meeting/155/155.zip 
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